
●スマホやタブレットのレンズは指紋で
汚れていることがあります。

➊ レンズの汚れを拭いておく

●柔らかい布（メガネ拭き等）で拭くと
仕上がりに差がでます。

拭く前

拭いた後

スマホ・タブレットで撮影した写真を
綺麗に拡大印刷するために



❷ 画像サイズは最大に設定
android スマホ・タブレットは
撮影前に設定可能

設定を選択

「撮影サイズ」や「写真サイズ」を選択　

一番大きいサイズに設定



一番大きい
サイズに設定

「撮影サイズ」や
「写真サイズ」を選択　

実 際 の サ イ ズ で 送 信

送信時 リサイズ禁止
データサイズが大きくて送信できない場合は
ファイル転送サービス等をご利用ください。

必ず実際のサイズを選択
リサイズ禁止



❸ 明るい場所で
　　　　（フラッシュは基本オフ）

屋外自然光での撮影

室内照明下での撮影

白い用紙（コピー用紙で可）を被写体の後ろに置いて
撮影すると印刷出力時、色調整の目安になります。

フラッシュを焚いて撮影

室内照明下で撮影した写真に比べ、
フラッシュを焚いた写真は陰影が濃く、
原画の色味が損なわれています。
又、暗い場所ではフラッシュの光が
強過ぎて被写体全体が白くぼやけて
しまうことがあります。

フラッシュはオフが基本。



■両脇をしめて両手でスマホ・カメラを固定します。

■目線は平行になるような姿勢をとります。

■不安定な姿勢にならないように気を付けてください。



❹  正 面 か ら 撮 影

画面を隠さないように両手でしっかりと持ち、
真正面から高さを合わせて撮影します。　

画面の中に水平・垂直の目印になるような物を目安にします。

グリッドを利用する。

カ メ ラ の 設 定 の 中 に 項 目 が あ り ま す 。
グ リ ッ ド 機 能 の な い 機 種 も あ り ま す 。

横から撮影されると垂直が出せません。

トリミング時アートが大幅に切れてしまいます。



❺ 画面いっぱいに撮影
　　　　　（ズームに注意）

■基本は横位置で水平垂直を意識します。

■最大限に引いた状態で全体像を撮影します。

スマホ画面上でピンチアウトによって
簡単にズームすることができますが、
ズームし過ぎると画質が極端に粗く
なってしまうこともあるので 2 倍以上
にはしないようにします。


